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火の魂ファミリーの皆さんいつも本当にありがとう。 

3 月になり緊急事態宣言も解除されましたが、まだまだ通常の生活とは行かないですね。 

歓送迎会も制限のある中ですが、良い新年度を迎えるためにも、今だからできること、

今しかできないことを前向きにトライしていきましょう。 

変化は人を強くするという言葉があるように、この変化の時期に変わることを楽しみ

ながら、私も強く成長していきたいと思います。 

 

さて、今回の社長からの手紙は、「今できないことを考えるより、今だから出来ること

を考える」を綴ってみたいと思う。 今のコロナの時期もそうですが、人は出来ない

ことへの不満や悩みを抱えてしまう事が多いように感じます。 3 月になり就活生に触

れ合うことも多くなり、ますます今できない事への不安や不自由さを、ほぼ全ての学

生が悩んでいることを見てきた。 私が学生にメッセージしているのは、今の不自由

さを悩むより、今しかできないこと、今だからできることが必ずあるから、そこに目

を向けてほしいと言っている。 これは今火の魂カンパニーで働いている社員にも同

じことが言えるし、とても重要な考え方です。例えば自分の環境は〇〇だから無理、

あの店舗は〇〇だから出来るとか、今できない理由を並べて何も変わらない現実を待

つ人もいるでしょう。 しかしそんな状況はどの場所に行っても同じだし、他人の畑

は常に青く見えるだけなのです。 例えば上司の欠ける部分を見て、出来ない理由を

並べるより、上司の強みを生かして、その強みを補ってもらい、今自分にしか出来な

いことを徹底的に磨き上げることも出来るのだ。 例えば味に強い上長なら、味のこ

とを徹底的に学ぶチャンスでもあるし、逆に味のことを任せて自分で違う強みを思う

存分磨くのもいいだろう。コミュニケーションが上手い上司がいるのなら、それを任

せるもよし、自分で学ぶも良しなのである。 どちらにせよ、その上司がいない状況

で出来なくなることの方が意外と多いことに気がつけない場合がある。 

私も同じように、完璧な社員を求め始めたら切りがないし、今いる社員の持っている

力を発揮させながら、足りていない部分の力は私が補ったり、別の人に補ってもらう

ようにしている。どちらにせよ。今の貴方の環境は、自分次第で学びにもなるし成長

の機会にもなり、考え方次第でプラスにすることが出来るということなのです。 

時には反面教師という学び方もあるように、どんなことにでも学ぼうと思えば、全て

のことが今しか学べない、今だから学べることがあることに気がつけるものです。 

このコロナの状況下で、今できないことを悩むより、今だから出来ること、今しかで

きないことを探して、言えば人生で何度もない「変化の時」を楽しんで生活した方が

良いと思います。 実は人生の差、人間の差は、こんな厳しい環境に、前を向いて成

功よりも成長を楽しんでアクションを起こした人が、人と差をつけて行くものです。 
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